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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月15日(2009.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　触媒と着磁性金属製充填補助材の混合物から磁石により当該金属製充填補助材を捕集し
、触媒と金属製充填補助材とを分離する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の触媒と金属製充填補助材の分離方法は、着磁性の金属製充填補助材（以下、単
に「金属製充填補助材」とも言う）を用い、磁石によりこれを捕集し分離操作を行う方法
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の金属製充填補助材の分離方法は、種々の触媒と金属製充填補助材に適用される
が、固定床反応で使用される気相接触酸化反応用の触媒と金属製充填補助材との分離を例
として以下に説明する。
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